
定例会初日、議案の提案説明をする中野市長

市
長
提
出
議
案

議
案
第
55
号
　
蓮
田
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

公
職
選
挙
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正

改
正
の
主
な
内
容
は
、
条
例
の
名
称
を
「
蓮
田

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
関

す
る
条
例
」
か
ら
「
蓮
田
市
議
会
議
員
及
び
蓮
田

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
関

す
る
条
例
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
選
挙
運
動
用

ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
等
に
係
る
規
定
を
改
め
、
市

長
選
挙
同
様
、
蓮
田
市
議
会
議
員
選
挙
運
動
用

ビ
ラ
に
つ
い
て
、
候
補
者
一
人
に
つ
き
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
２
種
類
以
内
の
ビ
ラ

４
、０
０
０
枚
を
上
限
に
、公
費
負
担
と
す
る
も
の

で
す
。

施
行
日
は
平
成
31
年
３
月
１
日
と
し
、
施
行
日

以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用
と

な
り
ま
す
。

議
案
第
56
号
　
蓮
田
市
公
民
館
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

中
央
公
民
館
関
山
分
館
の

改
修
に
伴
う
改
正

改
正
の
主
な
内
容
は
、
中
央
公
民
館
関
山
分
館

の
位
置
を
、
地
番
表
示
か
ら
住
居
表
示
へ
改
め
る

と
と
も
に
、
公
民
館
の
日
曜
日
及
び
休
日
の
開
館

時
間
の
変
更
、
及
び
中
央
公
民
館
関
山
分
館
の
使

用
料
に
、「
小
会
議
室
Ｃ
」
及
び
金
額
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。
　

９月定例会
会期　8/28㊋▶ 9/27㊍

蓮
田
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

23
議
案
を
同
意
・
可
決
・
認
定

平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、
去
る
８
月
28
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
31
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
平
成
30
年
度
蓮
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」「
平
成
29
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
23
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
・

認
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
54
号

蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
中
野
諭
氏
の
任

期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
同
氏
を
再
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
同
意
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

中な
か
の野

　
諭
さ
と
し 

氏
／
65
歳
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施
行
日
は
、
平
成
31
年
３
月
１
日
で
す
。

議
案
第
57
号
　
蓮
田
市
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

埼
玉
県
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
支
給
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

改
正
の
主
な
内
容
は
、
蓮
田
市
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
の
助
成
に
か
か
る
要
件
に
、
所
得
制
限

の
規
定
を
追
加
。
県
と
同
様
に
、
国
の
特
別
障
害

者
手
当
の
所
得
基
準
に
準
拠
す
る
も
の
と
し
、
当

該
所
得
の
範
囲
は
、
対
象
者
の
み
の
所
得
と
す
る

も
の
で
す
。

施
行
日
は
平
成
31
年
１
月
１
日
で
す
。
た
だ

し
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
、
当
該
所
得
制
限
に
か

か
る
規
定
は
、
次
回
の
一
斉
更
新
時
で
あ
る
平
成

34
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
。

障
が
い
者
の
医
療
費
負
担
増
に

反
対

反対討論
内
容
は
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
所

得
制
限
の
規
定
を
設
け
る
と
い
う
も
の
。
所
得
制

限
基
準
は
、
３
６
０
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
。
所

得
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
、
何
故
「
負
担
の
公
平

性
」
な
の
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
制
度
は
、
障
害
者

の
方
の
医
療
費
負
担
が
大
変
重
い
こ
と
か
ら
、
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
所
得
制
限
の
導
入
は
、
障
害
者
の
医

療
費
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
中
、
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
は
反

対
す
る
。

議
案
第
58
号
　
平
成
30
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
を
策
定

す
る
た
め
の
実
態
調
査
費
の
計
上

な
ど

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
７
億
１
６
５
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
８
４
億
４
５
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
子
育
て
分
野
で
は
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
実
態
調
査
費
、
児

童
扶
養
手
当
の
全
部
支
給
の
所
得
限
度
額
の
引

き
上
げ
に
伴
う
支
給
額
の
増
額
に
要
す
る
経
費

を
計
上
。

教
育
分
野
で
は
、
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調

査
点
検
を
行
う
た
め
の
費
用
を
計
上
。
更
に
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、
舗

装
道
路
の
補
修
、
生
活
道
路
整
備
事
業
や
、
河
川
・

排
水
路
の
浚
渫
事
業
等
の
経
費
を
計
上
。

議
案
第
59
号
　
平
成
30
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
額

の
決
定
に
伴
う
所
要
額
の
補
正
な

ど
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
億
５
６
６
９
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

６
９
億
９
０
６
６
万
６
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。主

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
額
が
決
定
し
た
た
め
、
所

要
額
を
補
正
。

ま
た
平
成
29
年
度
決
算
に
伴
い
、
保
険
給
付
費

支
払
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
平
成
29
年
度
の
保
険

給
付
費
確
定
に
伴
う
精
算
返
還
金
な
ど
。

議
案
第
60
号
　
平
成
30
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

広
域
連
合
へ
の
保
険
料
等
の

納
付
金
の
増
額
な
ど

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
８
９
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

　今定例会における市長からの行政報告は25件で、

次のとおりです。

１　�平成 30 年７月豪雨被災自治体に対する支援状

況について

２　�平成 29 年度工事並びに委託業務の入札結果に

ついて

３　�第７回蓮田マラソンについて

４　�第 39 回九都県市合同防災訓練・埼玉県会場の

開催について

５　�東日本大震災関連の取り組み状況について

６　�第 29 回はすだ市民まつりについて

７　�「はすだ特産品フェア in�蓮田ＳＡ2018」につい

て

８　�第 10 回雅楽谷の森フェスティバルの開催につ

いて

９　�自殺予防及び特定健診・がん検診街頭キャン

ペーンについて

10　�第 23 回やさしさいきいきフェスティバルの開

催について

11　�在宅医療推進フォーラムの開催について

12　�地下鉄７号線建設誘致に向けた取り組み状況に

ついて

13　�蓮田駅東口から総合市民体育館パルシー及び総

合文化会館ハストピアまでのシャトルバス運行

について

14　�蓮田駅ホームの内
ない

方
ほう

線
せん

付き点状ブロックの設置

について

15　蓮田駅西口再開発事業の進捗状況について

16　蓮田市・松川町小学生交流事業について

17　蓮田市の未来を語る子ども議会について

18　中学生国際親善訪問団派遣事業について

19　�中学校部活動における関東大会・全国大会への

出場について

20　�ＡＬＴ（外国語指導助手）の交代について

21　�東保育園改築工事の進捗状況について

22　�国指定史跡　黒浜貝塚第４期整備工事について

23　�市民体育祭の開催について

24　�第 30 回埼玉県消防操法大会について

25　�各部の主な事業の進捗状況について

市長の行政報告
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及
び
介
護
認
定
審
査
会
費
の
増
額
、
平
成
29
年
度

決
算
に
伴
う
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積

み
立
て
、
平
成
29
年
度
介
護
給
付
費
等
の
確
定
に

伴
う
精
算
返
還
金
及
び
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
な

ど
。議

案
第
62
号
　
平
成
30
年
度
蓮
田
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

汚
水
管
渠
調
査
や
維
持
管
理
に

伴
う
工
事
費
の
増
額
な
ど

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
７
２
１
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
13
億
５
９
０
２
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
西
城
・
西
新
宿
地

区
汚
水
管
渠
調
査
及
び
補
修
業
務
委
託
や
維

持
管
理
に
伴
う
工
事
費
の
増
額
。
汚
水
管
渠
築

造
に
伴
う
道
路
舗
装
本
復
旧
工
事
費
の
増
額

な
ど
。

を
９
億
１
８
１
９
万
５
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。主

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
へ
の
保
険
料
等
の
納
付
金
の
増
額
。
諸
支

出
金
の
一
般
会
計
繰
入
金
精
算
に
伴
う
一
般
会
計

繰
出
金
の
増
額
な
ど
。

高
齢
者
保
険
料
の
軽
減
廃
止
に

つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
に

反
対

反対討論
反
対
理
由
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
軽

減
特
例
対
応
シ
ス
テ
ム
改
修
に
対
し
て
で
あ

る
。後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
国
民
の
強
い
反
対

の
中
ス
タ
ー
ト
し
、
国
は
均
等
割
の
軽
減
措
置
を

設
け
た
。

し
か
し
、
国
は
こ
の
軽
減
を
平
成
28
年
度
ま

で
９
割
軽
減
だ
っ
た
も
の
を
、
29
年
度
が
７
割
に
、

30
年
度
が
５
割
軽
減
と
段
階
的
に
減
ら
し
た
。
さ

ら
に
、
31
年
度
か
ら
は
軽
減
そ
の
も
の
を
２
年
に

限
る
と
す
る
、
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用

の
計
上
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
は
議
案
第
60
号
に
反
対

す
る
。

議
案
第
61
号
　
平
成
30
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

前
年
度
決
算
に
伴
う
介
護
保
険
給
付

費
準
備
基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
５
５
２
６
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
49
億
６
８
４
４
万
９
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
総
務
管
理
費
の
減
額

議
案
第
65
号
　
平
成
30
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

事
業
費
の
工
事
請
負
費
及
び

委
託
料
の
増
額
な
ど

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
５
５
１
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

６
億
４
２
１
４
万
２
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。主

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
の
工
事
請
負

費
及
び
委
託
料
の
増
額
な
ど
。

　
市
議
会
の
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開

さ
れ
て
い
て
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
車
い
す
で
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

　
市
議
会
の
議
場
に

は
、
車
い
す
用
の
傍

聴
ス
ペ
ー
ス
が
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
手
話
通
訳
者
に
つ
い
て

　
議
会
を
傍
聴
す
る
際
に
、
手
話
通
訳

者
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
事
前
に
議
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

ホームページで
会議録が閲覧
できます

　
議
案
の
審
議
内
容
や
一
般
質
問
な
ど

を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か
た

は
、
市
議
会
会
議
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設

に
備
え
て
あ
っ
た
会
議
録
は
、今
ま
で
と

同
様
に
次
の
施
設
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
●
市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

　
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
●
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
●
図
書
館

　
●
中
央
公
民
館
及
び
関
山
分
館

　
　
※�

関
山
分
館
は
耐
震
補
強
を
含
む
全
館

改
修
工
事
の
た
め
閉
館
中
で
す
。 http://www.city.hasuda.s

aitama.jp/
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［
指
摘
・
要
望
事
項
］

総
務
委
員
会

①�
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
を
図
る
こ
と
。

②�

納
税
相
談
で
は
実
態
を
よ
く
把
握
し
、
必
要
に

応
じ
て
生
活
保
護
な
ど
に
つ
な
げ
る
な
ど
庁

内
の
連
携
を
図
る
こ
と
。

③�

東
日
本
大
震
災
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
東
京
電

力
に
対
す
る
原
発
事
故
賠
償
金
は
、
引
き
続
き

請
求
し
て
い
く
こ
と
。

④�

災
害
時
用
ト
イ
レ
は
、
災
害
時
の
設
置
場
所
等

に
配
慮
し
、
高
齢
者
や
車
い
す
利
用
の
方
も
使

い
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤�

選
挙
執
行
時
の
監
査
業
務
と
選
挙
事
務
兼
任
に

よ
る
実
質
人
員
減
に
つ
い
て
は
、
対
策
を
要
望

す
る
。

⑥�

電
子
申
請
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
。

⑦�

事
務
的
な
ミ
ス
に
よ
り
発
生
し
た
、
滞
納
延
滞

金
９
万
９
８
０
０
円
に
つ
い
て
は
、
二
度
と
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

民
生
文
教
委
員
会

①�

中
学
生
国
際
親
善
訪
問
団
派
遣
事
業
に
つ
い
て

建替工事が完了した中央保育園

決算審査の概要

平 年成 度29

は
、
要
保
護
・
準
要
保
護
家
庭
に
対
す
る
自
己

負
担
の
軽
減
を
今
後
も
続
け
る
こ
と
。

②�

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
引
き
続
き

努
力
す
る
こ
と
。

③�

学
童
保
育
所
は
、
公
営
が
基
本
で
あ
る
と
い
う

考
え
を
堅
持
す
る
こ
と
。

④�

総
合
文
化
会
館
ハ
ス
ト
ピ
ア
の
フ
ロ
ン
ト
サ
イ

ド
ス
ポ
ッ
ト
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
当
初
の

設
計
に
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開
館

し
て
間
も
な
い
期
間
で
改
修
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
今
後
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤�

総
合
文
化
会
館
ハ
ス
ト
ピ
ア
の
暖
房
便
座
設
置

工
事
に
つ
い
て
、
当
初
、
洋
式
便
座
を
暖
房
に

し
て
お
ら
ず
、
開
館
し
て
間
も
な
い
期
間
で
、

26
基
分
の
暖
房
便
座
設
置
工
事
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　�
　
今
後
、
公
共
施
設
の
建
設
等
に
際
し
て
は
、

市
民
要
望
を
き
ち
ん
と
取
り
入
れ
る
こ
と
。

建
設
経
済
委
員
会

①�

公
園
の
遊
具
は
、
利
用
す
る
子
ど
も
の
命
に
か

か
わ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
定
期
的
に
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
撤
去
し
た
場
合
は
、
要
望
に

応
じ
速
や
か
に
設
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
公
園

の
砂
場
は
、
衛
生
的
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
、
定
期
的
に
清
掃
・
洗
浄
を
す
る
こ
と
。

②�

公
共
の
広
場
や
道
路
の
除
草
は
、
景
観
や
安
全

面
か
ら
も
、
必
要
な
予
算
を
講
じ
、
適
宜
実
施

す
る
こ
と
。

③�

生
活
道
路
の
改
修
等
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
繰

り
越
し
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
で
き
る

限
り
年
度
内
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
。

④�

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
費

補
助
の
原
則
を
踏
ま
え
、
事
業
の
目
的
を
再
確

認
す
る
こ
と
。

⑤�

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
有
収
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

議
案
第
67
号
　
平
成
29
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

市
民
の
暮
ら
し
や
命
を
守
る

た
め
に
税
金
を
使
う
べ
き

反対討論
反
対
理
由
と
し
て
、
①
特
定
団
体
の
人
権
問
題

各
種
研
修
会
に
公
費
支
出
を
す
べ
き
で
な
い
②
保

育
士
の
６
割
以
上
が
臨
時
で
あ
る
。
正
規
保
育
士

を
増
や
す
べ
き
③
学
童
指
導
員
不
足
を
理
由
と
し

た
民
間
人
材
派
遣
は
、
や
め
る
べ
き
④
学
校
管
理

備
品
の
充
足
率
は
小
学
校
で
70
・
８
％
。
中
学
校

で
43
・
６
％
と
低
い
。
教
育
現
場
の
要
望
に
応
え

る
べ
き
⑤
道
路
改
良
率
は
県
内
平
均
の
53
・
９
％

と
比
べ
て
、
蓮
田
市
は
39
・
４
％
と
低
い
。
改
善

す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
点
な
ど
に
よ
り
日
本
共
産
党
は
反
対

す
る
。

今
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
決
算
認
定
議
案
10
件
の
審
査
を

各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
行
い
ま
し
た
。

予
算
の
執
行
が
法
令
に
基
づ
い
て
、
合
理
的
・
能
率
的
・
効
果

的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
公
共
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
た
か

な
ど
を
主
眼
に
審
査
し
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
次
の
と

お
り
指
摘
・
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

5 はすだ市議会だより　第 107 号



議
案
第
68
号
　
平
成
29
年
度
蓮
田
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

基
金
の
活
用
と
繰
入
金
の

増
額
を

反対討論
蓮
田
市
の
一
人
当
た
り
の
国
保
税
は
10
万
０
０

９
９
円
で
県
内
63
市
町
村
中
５
番
目
の
高
さ
で
あ

る
。
一
方
、
一
人
当
た
り
の
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
金
は
、
県
内
市
町
村
の
平
均
９
１
６
７

円
に
対
し
、
蓮
田
市
は
６
７
２
２
円
で
県
内
39
番

目
の
低
額
繰
入
金
で
あ
る
。

国
保
は
、
自
営
業
者
や
無
職
の
人
な
ど
が
加
入
し
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
下
支
え
す
る
公
的
医
療
制
度
で

あ
る
。基
金
の
活
用
と
、
法
定
外
繰
入
金
の
増
額
で
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
、日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
69
号
　
平
成
29
年
度
蓮
田
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

軽
減
措
置
縮
小
に
反
対

反対討論
平
成
29
年
度
か
ら
一
定
の
所
得
以
下
の
方
の
所

得
割
額
や
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
に
対
す
る
均
等
割
額
の
軽
減
措
置
が
段
階
的
に

縮
小
・
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問
題
は
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
を
国
保
や
健
保
か
ら
引
き
離
し
て
、
75

歳
以
上
だ
け
の
保
険
制
度
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
収
入
が
少
な
い
一
方
で
、
医
療
費
が
か
さ
む

後
期
高
齢
者
の
独
立
保
険
は
基
盤
の
極
め
て
脆
弱

な
仕
組
み
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
、
保
険
料
が

上
が
り
続
け
る
こ
の
制
度
に
反
対
し
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

議
案
第
70
号
　
平
成
29
年
度
度
蓮
田
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

基
準
引
き
上
げ
に
反
対

反対討論
平
成
29
年
８
月
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

基
準
が
変
わ
っ
た
。
世
帯
の
ど
な
た
か
が
市
民
税

を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
負
担
の
上
限
が
、
月
額

３
万
７
２
０
０
円
か
ら
月
額
４
万
４
４
０
０
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。

安
倍
自
公
政
権
に
よ
り
社
会
保
障
の
大
改
悪

が
次
々
と
続
い
て
い
る
。
社
会
保
障
審
議
会
で
は
、

介
護
保
険
料
の
支
払
い
年
齢
を
現
在
の
40
歳
か
ら

引
き
下
げ
る
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。
介
護
保
険
料

の
負
担
増
、
利
用
料
の
負
担
増
に
よ
っ
て
必
要
な

介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
76
号
　
平
成
29
年
度
蓮
田
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

一
般
家
庭
へ
の
負
担
が
重
い

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
反
対

反対討論
反
対
の
理
由
は
、
平
成
29
年
10
月
か
ら
の
水
道

料
金
の
値
上
げ
に
対
し
て
で
あ
る
。
こ
の
水
道
料

金
の
値
上
げ
に
よ
り
28
年
度
比
で
、
使
用
料
金
全

体
で
は
6.5
％
増
に
対
し
て
、
一
般
用
は
7.4
％
増
、

工
場
そ
の
他
は
2.2
％
増
と
、
一
般
家
庭
へ
の
料
金

負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
有
収
率
は

86
・
１
％
で
、
過
去
５
年
間
で
最
低
と
な
っ
て
お

り
、
有
収
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
日
本
共
産
党
は
、
議
案
第
76
号
に
反
対

す
る
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
市
政
な
ど
に
つ

い
て
、
直
接
市
議
会
に
要
望
で
き
る
制

度
が
「
請
願
」
で
す
。

　
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
内
容
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
常
任
委
員
会
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
、
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
委
員
長
は
、
こ
の
審
査
の
結
果
を
議

長
に
報
告
し
ま
す
。

　
本
会
議
で
は
、
審
査
結
果
を
も
と
に
、

質
疑
や
討
論
を
行
い
、
採
択
か
不
採
択

か
の
決
定
を
し
ま
す
。
こ
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
請
願
を
提
出
し
た
代
表
者
に

通
知
を
し
ま
す
。

［
提
出
で
き
る
人
］

　
請
願
は
、
だ
れ
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

蓮
田
市
以
外
の
か
た
、
外
国
人
、
未
成

年
者
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
法
人
で

な
い
団
体
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

［
提
出
の
時
期
］

　
各
定
例
会
が
開
か
れ
る
８
日
前
ま
で

に
議
会
事
務
局
（
市
役
所
３
階
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
右
図
の
用
紙
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

［
紹
介
議
員
］

　
請
願
に
は
１
人
以
上
の
紹
介
が
必
要

で
す
。（
紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記

名
押
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。）

［
請
願
書
の
書
き
方
］

　
書
式
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

右
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
内
容
は
わ
か
り
や
す
く
。

② 

道
路
・
下
水
の
整
備
な
ど
は
、
略
図

を
付
け
場
所
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

署
名
欄
に
は
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

請
願
者
の
住
所
・
氏
名
は
、
一
般
に

公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
陳
情
書
の
取
り
扱
い
は

　
陳
情
書
の
様
式
、
提
出
先
な
ど
は
請

願
と
同
じ
で
す
が
、
議
員
の
紹
介
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
陳
情
書
の
本
会
議
で
の
取
り

扱
い
は
、
議
場
配
布
の
み
と
な
り
ま
す
。

▶▶▶▶請願・陳情はこのように◀◀◀◀

○
○
○
○
○
○
○
に
関
す
る

請
願
書

　
紹
介
議
員（
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
）

○
　
○
　
○
　
○
　
印

件
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
○
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

要
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
自
治
法
第
百
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

右
の
と
お
り
請
願
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
　
月
　
日

請
願
者
（
法
人
の
場
合
は
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

　
　
　
　
住
　
所

　
　
　
　
氏
　
名
　
○
　
○
　
○
　
○
　
印

ほ
か
　
　
名

蓮
田
市
議
会
議
長

　
○
○
　
○
○
　
様
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